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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
     最近の業績の動向等を踏まえ、平成20年5月13日に公表いたしました平成21年3月期第2四半期累計期間(平成20年

4月1日～平成20年9月30日)の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
    

平成21年3月期第2四半期連結累計期間 連結業績予想数値の修正(平成20年4月1日～平成20年9月30日) 
     （単位：百万円、％）         

    
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 31,500 1,200 1,250 550 42円12銭

   今回修正予想（Ｂ） 31,850 1,500 1,710 800 61円27銭

   増減額（Ｂ－Ａ） 350 300 460 250 19円15銭

   増 減 率 1.1 25.0 36.8 45.5 45.5

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成20年3月期第2四半期) 
31,754 1,254 1,351 713 54円63銭

    

     平成21年3月期第2四半期累計期間 個別業績予想数値の修正(平成20年4月1日～平成20年9月30日) 
       （単位：百万円、％）         

    
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 24,500 200 550 200 15円32銭

   今回修正予想（Ｂ） 24,410 520 1,040 540 41円36銭

   増減額（Ｂ－Ａ） △90 320 490 340 26円04銭

   増 減 率 △0.4 160.0 89.1 170.0 170.0

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成20年3月期第2四半期) 
24,009 222 471 169 12円95銭

  

     修正の理由 

     １．第2四半期連結業績 
          個別業績予想の修正に加え、引き続き好調なアジア地区における利益の増加などにより、営業利益、経常利

益および四半期純利益ともに前回発表予想を上回る見込となりました。 
 
     ２．第2四半期個別業績 

主力のミラーシステム事業部門では、第1四半期において自動車用バックミラー売上高が当初予想を上回っ
たことや、生産性向上、原価改善活動の合理化効果により売上高、利益共好調に推移いたしました。第2四半
期に入り、景況感が悪化し、国内外需要の減少による影響も出てまいりましたが、第1四半期のミラーシステム
事業部門の好業績結果により、第2四半期累計期間の営業利益、経常利益および四半期純利益ともに前回発
表予想を上回る見込となりました。 

      
         なお、通期の業績予想につきましては、各国の販売動向、為替相場の動向など事業環境の変化を踏まえて現

在策定中であり、平成20年11月14日の第2四半期累計期間の決算発表時にお知らせする予定です。 
 
     （注）上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績等は予想数値と異なる可能

性があります。 
以 上     


